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遺
跡
の
保
護〔
最
終
回
〕

　　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
現
在
、
公
園
の
よ
う

に
整
備
さ
れ
て
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
近
く
に
は
伊
勢

堂
岱
縄
文
館
が
あ
り
、
出
土
品
や
遺
跡
の

解
説
、
映
像
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。遺
跡
に
は
環
状
列
石（
ス
ト
ー
ン
サ
ー

ク
ル
）
の
実
物
が
発
掘
さ
れ
た
ま
ま
の
状

態
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
公
開
す
る
た
め
に

は
、
様
々
な
研
究
の
積
み
重
ね
、
石
の
保

存
方
法
を
確
立
し
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
遺
跡
の
石
の
「
保
存
処
理
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
環
状
列
石
は
、
平
成
７
年
の
発
見
の
時

か
ら
様
々
な
石
の
種
類
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
石
は
河
川
で
見
つ
か
る
よ

う
な
丸
い
石
で
す
。
県
内
で
岩
石
研
究
に

詳
し
い
藤
本
幸
雄
先
生
（
当
時
伊
勢
堂
岱

遺
跡
調
査
検
討
委
員
）
に
お
願
い
し
、
４

０
０
０
点
近
く
あ
る
石
を
１
点
ず
つ
調
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
安
山

岩
・
ひ
ん
岩
・
凝
灰
岩
な
ど
様
々
な
岩
石

の
種
類
で
環
状
列
石
が
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
石
は
米

代
川
や
、
そ
の
支
流
の
小
猿
部
川
、
湯
車

川
で
採
取
で
き
る
も
の
で
、
石
の
大
き
さ

か
ら
も
、
縄
文
人
は
環
状
列
石
を
作
る
た

め
に
、
遺
跡
か
ら
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内

か
ら
石
を
運
ん
で
き
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、石
は
長
年
公
開
し
て
い
る
と「
地

衣
類
」
と
い
わ
れ
る
黒
い
カ
ビ
の
よ
う
な

生
物
が
表
面
に
付
着
し
ま
す
。
こ
の
地
衣

類
は
、
長
年
放
置
す
る
と
石
に
悪
影
響
が

あ
る
の
で
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
た
う

え
で
除
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
複

数
の
薬
剤
の
中
か
ら
最
適
な
も
の
を
選
び
、

地
衣
類
を
取
り
除
き
、
現
在
は
石
の
色
が

わ
か
る
く
ら
い
き
れ
い
な
状
態
に
保
た
れ

て
い
ま
す
。
き
れ
い
に
な
っ
た
石
を
観
察

す
る
と
、
単
に
川
か
ら
運
ん
で
き
た
だ
け

で
な
く
、
石
を
焼
い
て
赤
く
し
た
も
の
を

並
べ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
同

時
期
の
遺
跡
の
大
湯
環
状
列
石（
鹿
角
市
）

で
は
緑
色
の
石
を
使
っ
て
環
状
列
石
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
伊
勢
堂
岱
で
は
赤
、

青
、白
、黄
色
な
ど
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
で
す
。

ま
た
、
石
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
公
開

す
る
と
石
に
雨
が
染
み
込
み
、
凍
結
融

解
で
石
が
壊
れ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
勢
堂
岱
の
石
の
表

面
に
撥
水
剤
や
特
注
の
強
化
剤
を
塗
っ

て
保
護
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

石
の
周
り
に
は
黒
土
と
薬
剤
（
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
）
を
混
ぜ
た
特
別
な
土
で
固
め
、

石
が
動
か
な
い
よ
う
に
固
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
特
別
な
土
は
、
薬
剤
の
配
合

の
異
な
る
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
、
数
年

間
野
ざ
ら
し
に
し
た
状
態
で
、
も
っ
と

も
劣
化
が
少
な
い
配
合
を
選
び
使
用
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
積
雪
前
に
特
殊

な
保
護
シ
ー
ト
を
覆
い
、
雪
か
ら
守
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
気
温
が
１
度
以

下
に
な
る
と
、
石
が
凍
結
し
て
壊
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
保
護
シ
ー
ト

に
よ
っ
て
温
度
が
保
た
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
遺
跡
の
公
開
は
４
月
下
旬
か
ら

10
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
限
定
し
て
い

ま
す
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
文
化
庁
が
指
定
す

る
史
跡
で
、
遺
跡
の
中
で
木
を
１
本
伐

採
す
る
に
も
「
現
状
変
更
許
可
」
の
申

請
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
て
、
遺
跡
は

未
来
ま
で
保
護
継
承
さ
れ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
北
秋
田
市
学
芸
員

（
完
）

▲保存処理直後の環状列石の石

▲「伊勢堂岱遺跡」の最新の航空写真（※6月撮影）
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発掘
世界遺産物語！
発掘
世界遺産物語！

　北秋田市が発祥の地とされているマタギ文化を学
びながら自然体験を行う「マタギの地恵体験学習会」
が７月30日から２泊３日の日程で開催され、抽選で
選ばれた市内の小学生20人が体験活動を行いました。
　この事業は、自然体験を通して、子どもたちの学
ぶ意欲や自立心、思いやりの心などを育むことを目
的に開催しています。
　参加した児童は、マタギの文化を学ぶために鶏を
解体して、きりたんぽ鍋作りに挑戦したり、釣りや
カジカ捕りで北秋田市の自然を堪能しました。

　また、植樹活動では、育てることの大切さを学ぶ
など、３日間の体験のなかで、いのちの大切さに触
れながら自然との共生を学びました。

　「浜辺の歌音楽館」創立33周年を前に「竹あかりを
灯そうプロジェクト」が７月22日に開催されました。
　このプロジェクトは、米内沢小学校の６年生が総
合学習のなかで「郷土の良さを学ぶ」をテーマに取
組み、竹あかりで地域を元気にしたいと企画したも
のです。
　当日は、浜辺の歌音楽館少年少女合唱団による
オープニングで幕を開け、全国47都道府県の竹あか
り点灯イベントに合わせて、40本の竹筒にあかりを
灯しました。

　この日は、児童と地域の人たちが交流しながら、
会場の幻想的な世界を楽しみました。

～マタギの地恵体験学習会～

豊かな自然の中でマタギの弟子入り体験！

～浜辺の歌音楽館＆米内沢小学校プロジェクト～

▲カジカ捕りに挑戦する参加者たち▲カジカ捕りに挑戦する参加者たち

▲竹あかりの点灯に彩りを添えたコーラス▲竹あかりの点灯に彩りを添えたコーラス

　佐藤正孝さん（松葉町・81歳）が、
このたび令和３年度秋田県学校保健表
彰を受賞しました。
　佐藤さんは、昭和60年から公立合
川高等学校の学校歯科医を務め、以後
市内小・中学校の学校歯科医を歴任さ
れ、歯科検診や口腔保健指導にあたら
れました。
　今回の受賞は、学校・地域とともに、
児童生徒の健康づくりに尽力された功
績などが評価されたものです。

佐藤正孝さんが
　県学校保健表彰を受賞
佐藤正孝さんが

　県学校保健表彰を受賞

こ・こ・ろをこめて♪竹あかりを灯そう

・  ・


